
す
く
す
く  
大
き
く
な
あ
れ

着実な歩み　芸術文化創造センター
環境への思いを実現する「環境プラットフォーム」立ち上げ
平成26年度　自治会長名簿
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小田原城址公園

お堀端通りに

にぎわいが連続する

カフェ

広場

エントランス

大スタジオ 小スタジオ

小スタジオ

ギャラリー

お堀

オープンスペース

小ホール
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テラス

カフェ
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エントランス

大スタジオ 小スタジオ

中スタジオ

小スタジオ

ギャラリー

オープンスペース

テラス

（連携）

お堀端通りに

にぎわいが連続する

（連携）

20ｍ以上
離隔

馬出門

検察庁

裁判所

至小田原城

駐車場

緑地帯

（ ）

2

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

　

芸
術
文
化
の
多
様
性
や
将
来
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
過
剰
な
し
つ
ら
え
を

控
え
な
が
ら
も「
ハ
レ
」の
場
に
ふ
さ
わ
し
い

質
を
保
ち
つ
つ
、
施
設
運
営
を
考
え
た
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト（
初
期
投
資
）や
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト（
維
持
管
理
費
用
）に
配
慮
し
た
設
計

と
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
26
年
度　
実
施
設
計
・
運
営
計
画

●
平
成
27
～
28
年
度　
建
設
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
準
備

●
平
成
29
年
度
秋　
オ
ー
プ
ン

　

市
民
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
、
市
民

や
専
門
家
、
設
計
者
な
ど
と
丁
寧
に
検
討
を

重
ね
、「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」と
策
定
し

て
き
た
、
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
向
け
た
動
き
。こ
の
た
び
、「
基
本
設
計
」が

完
成
し
、着
実
な
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、
単
な
る
市

民
会
館
の
建
て
替
え
や
上
演
施
設
で
は
な

く
、
芸
術
文
化
創
造
の
拠
点
で
す
。
地
域
と

市
民
に
活
力
を
も
た
ら
し
、長
期
に
わ
た
り
、

地
域
経
済
や
市
民
活
動
の
活
発
化
、
交
流
人

口
の
拡
大
、
市
民
力
や
文
化
力
向
上
と
い
っ

た「
成
果
」が
得
ら
れ
る
拠
点
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

平
成
29
年
度
秋
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
着
々
と
整
備
が
進
む

「
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
」。

3
月
末
、
建
築
プ
ラ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
的
な
内
容
を
示
し
た

「
基
本
設
計
」が
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
、こ
の
基
本
設
計
を
具
体
化
し
、

工
事
発
注
す
る
た
め
の「
実
施
設
計
」を
進
め
ま
す
。

基
本
設
計
の
方
針

今
後
の
予
定

基
本
設
計
完
成

芸
術
文
化
に
よ
る

ま
ち
の
活
力
・
魅
力
向
上

着
実
な

歩
　
み

  

文
化
政
策
課
　
☎
33 - 

1
7
0
2

外観図　※完成イメージであり、実際とは異なる場合があります。

詳しくは、「暮らしの情報」→「文化／生涯学習」→「芸術文化創造
センター（市民ホール）」



広報　小田原　2014.6.13

術
文
化
活
動
へ
と
育
て
ま
す
。

　
多
く
の
市
民
の
創
造
活
動
が
森
の
木
々
の

よ
う
に
増
え
、
ま
ち
へ
あ
ふ
れ
て
に
ぎ
わ
い

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
芸

術
文
化
の
創
造
性
を
活
か
し
た
、
ま
ち
づ
く

り
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
現
在
、開
館
に
向
け
て
鑑
賞
事
業
や
、ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
学
校
へ
行
っ
て
コ
ン
サ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事

業
な
ど
、
芸
術
文
化
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
の「
文
化
の
種
ま
き
事
業
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

開
館
後
は
、「
文
化
の
種
ま
き
事
業
」で
芽

生
え
た「
興
味
の
芽
」が
活
動
の
木
々
へ
と
育

つ
よ
う
、
市
民
が
体
験
・
参
加
で
き
る
多
彩

な「
市
民
参
加
事
業
」を
展
開
し
ま
す
。

　
市
民
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
専
門
家
と
一
緒

に
、
演
劇
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
オ
ペ
ラ
な
ど

の
作
品
を
創
造
し
、
小
田
原
な
ら
で
は
の
文

化
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

管
理
運
営
に
つ
い
て
も
、
具
体
化
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
策
定
し
た「
管
理
運
営
基

本
計
画
」に
基
づ
き
、
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
メ

ン
バ
ー
、
整
備
推
進
委
員
会
の
管
理
運
営
の

専
門
家
ら
と
検
討
を
積
み
重
ね
、「
管
理
運
営

実
施
計
画
」が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念

は
、「
多
様
で
豊
か
な
市
民
の
芸
術
文
化
創
造

活
動
か
ら
湧わ

き
上
が
る
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
力
と
熱
意
が
ま
ち
へ
と
あ
ふ
れ
、
未
来
に

開
か
れ
た
文
化
都
市
を
創
造
す
る
」で
す
。

　

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
に
は
、4
つ
の

使
命
が
あ
り
ま
す
。

①
育
成
普
及
…
育
て
る

②
鑑
賞
の
提
供
…
感
動
を
伝
え
る

③�

芸
術
文
化
創
造
…
創
り
あ
げ
る

④�

施
設
の
提
供
…
集
い
交
流
す
る

　

こ
れ
ら
の
使
命
を
果
た
す
た
め
、
芸
術
文

化
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、
文
化
や
歴
史
、
人
と

い
っ
た
小
田
原
の
地
域
性
を
掘
り
起
こ
し
、

文
化
の
土
壌
を
耕
し
、
芽
吹
い
た
熱
意
を
芸

芸術文化で地域を元気に！
芸術文化の創造性を活かすひとづくり・まちづくり

芸術文化創造センターを取り巻く環境

小
田
原

芸術文化創造センターの4つの使命
①育成普及

育てる（育成普及）
②鑑賞の提供

感動を伝える（鑑賞）

③芸術文化創造
創りあげる（創造参加）

④施設の提供
集い交流する（施設運営）

福祉 企業
生涯学習 小田原の地域性

（文化・歴史・人）

地域経済

教育 自治会
子育て 商工会

市民による
活動の活性化

市民による
芸術文化活動

市民による
まちづくり活動

木を育てるように、活動を育てていく

文化の土壌を耕し、裾野を広げる

興味を持つ

体験する

参加する

創造へ参加

鑑賞する

興味を持つアウトリーチ
ワークショップ

鑑賞事業

講座・セミナー

制作事業

収穫

花ひらく　

育てる

芽吹き

種まき

文
化
力
を
高
め
る

芸術文化活動

管
理
運
営
実
施
計
画

芸
術
文
化
の
創
造
性
を
活い

か
す

ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

　
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念

　
市
民
に
よ
る
芸
術
文
化
の
創
造
へ

　
文
化
の
種
ま
き

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？ 

文
化
政
策

〜
芸
術
文
化
に
公
費
を
投
入
す
る
根
拠

と
戦
略
〜

　
　 

片
山
泰た

い

輔す
け

さ
ん

　
　 （
静
岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
）

　
　 

6
月
28
日（
土
）午
後
２
時
〜

　
　 

市
民
会
館
5
階
第
3
会
議
室

日
時

講
師

第
4
回
文
化
セ
ミ
ナ
ー

場
所
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環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
人
が
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
一
つ
一
つ
の
活
動
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
私
た
ち
の

ま
ち
の
環
境
は
、も
っ
と
よ
く
な
る
は
ず
…
。

　
「
環
境
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」は
、
こ
れ
ま

で
別
々
に
活
動
し
て
い
た
環
境
団
体
や
地
域

な
ど
の
連
携
・
協
働
を
支
援
す
る
た
め
の
新

し
い
組
織
。
環
境
に
関
す
る
地
域
の
課
題
解

決
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
環
境
活
動
の

中
心
組
織
と
し
て
、
今
年
度
中
は
、
立
ち
上

げ
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
将
来
的
に
は
法

人
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
環
境
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
実
施
し
て
い

く
個
別
の
事
業
や
具
体
的
な
手
法
を
考
え

る
の
は
、
市
と
公
募
に
よ
る
環
境
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

　
「
何
を
す
べ
き
か
」「
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
」「
だ
れ
と
一
緒
に
活
動
す
る
の
か
」

　
皆
で
考
え
、実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
自
然
、
環
境
に
関
す
る

研
修
、
地
域
や
環
境
団
体
の
活
動
に
参
加
す

る
実
習
な
ど
を
行
う
予
定
。ス
タ
ッ
フ
の
、活

動
現
場
に
お
け
る
不
安
が
小
さ
く
な
る
よ
う

な
、学
び
の
場
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

■
そ
の
1

　

｢

川
の
生
き
物
を
大
切
に
し
よ
う｣

「
川
か
ら
ご
み
を
な
く
そ
う
」「
川
の
護

岸
に
花
を
植
え
よ
う
」。い
ず
れ
の
活

動
も「
川
」が
対
象
で
す
。

　
「
川
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
思
い
を
共

有
し
、活
動
の
一
本
化
や
連
携
を
図
り

ま
す
。

■
そ
の
2

　
森
の
恵
み
は
、水
に
乗
っ
て
川
を
伝

い
、
海
に
流
れ
、
豊
か
な
漁
場
を
築
き

ま
す
。

　
「
森
」「
川
」「
海
」の
つ
な
が
り
を
意

識
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
携
わ
る
人
た
ち
の

絆き
ず
なを
深
め
、つ
な
が
り
合
う
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
に
期
待
す
る
役
割
や
、研
修
・

実
習
の
内
容
、
謝
礼
金
な
ど
に
つ
い
て
、

説
明
会
を
開
き
ま
す
。

　
18
歳
以
上
で
環
境
活
動
を
し
て
い
る
人
、

環
境
活
動
に
興
味
が
あ
る
人
、
事
業
の
企

画
立
案
・
運
営
を
得
意
と
す
る
人
な
ど
は
、

ぜ
ひ
、
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
説
明
会
の
日
程
は
、
参
加
希
望

者
と
調
整
し
て
決
め
ま
す
。

6
月
30
日（
月
）ま
で
に
環
境
政
策

課
に
電
話（
☎
33 - 

1
4
7
2
）で
。

ス
タ
ッ
フ
募
集

ス
タ
ッ
フ
皆
で  

事
業
を
つ
く
る

海
、
山
、
川
、
清
掃
、
ご
み
…

「
環
境
」は
幅
広
い
分
野
で
す
。

市
内
の
多
く
の
人
が

分
野
ご
と
に
環
境
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
団
体
か
ら
、

他
の
環
境
団
体
や
地
域
活
動
と
協
力
し
合
お
う
と

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

自
然
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
つ
な
が
り
も
始
ま
り
ま
す
。

連
携
と
協
働
を
支
援
す
る

  環境政策課　☎33-1472

環境プラットフォーム
～環境活動をつなげる新しい組織～

スタッフを募集

協
働
の
イ
メ
ー
ジ

連
絡

 環境への思いを実現する
「環境プラットフォーム」立ち上げ
 環境への思いを実現する

「環境プラットフォーム」立ち上げ



広報　小田原　2014.6.15

自治会は自主的に組織され、地域内の交流や親睦など、まち
づくりに欠かせない存在です。皆で自治会活動に参加し、互
いに助け合える住みよいまちを目指しましょう。

自治会長名簿平成26年度

緑 第 1区 飯田　晁巨
駅前第 2区 鈴木　睦雄
第 3区 松下　弘
浦町 土谷　正光
第 4区 河鍋　兆男
第 5区 濱野　浩
竹花 杉山　光義
銀座 髙梨　保夫

新　玉　台宿 市川　幸男
大工町 吉村　順一
第 9区 橋山　明充
第 10区 土屋　裕利
第 11区 飯田　和男
第 12区 西山　洋一
第 13区 池田　尚文
新宿 山崎　純一

万　年 第 15区 栢沼　正直
第 16区 岩本　辰男
第 17区 萩原　敏行
第18区髙梨町 加藤　芳永
第 19区 小髙　伯夫
第 20区 -1 望月　郁文
第20区-2青物町 湯川　浩司

幸 第 21区 桑原　義樹
第 22区 大矢　紀一
第 23区 栗山　茂男
第 24区 山口　芳司
第 25区 内田　孝
第 26区 瀬戸　裕一
第 27区 瀬戸　充

十　字 第 28区 本多　孝正
第 29区 小西　正人
第 30区 佐野　朝幸
第 31区 満谷　裕公
第 32区 山﨑　時子

片　浦　石橋 矢郷　昌行
米神 松本　勇
根府川 葊井　博直
江之浦 高橋　照治

早　川 木地挽 大坪　孝壽
早稲田 石川　孝史
向口 日下部　優
西組 中村　郁三
中組 大津　嘉久
東組 浦井　貫之

大　窪 第 58区 下川　泉
第 59区 野崎　忠
第 60区 風間　孝男
第 61区 石幡　保雄
第 62区 武田　伸六
第 63区 山田　祝
第 64区 大木　勇二

山王
網一色

山王松原 栁下　達藏
山王西 日比野　正治
山王東 寳子山　等
山王 70区 譲原　平海
網一色 常盤　一郎

足　柄 第 33区 石川　進
セントラルハイツ 斎藤　順治
第 34区 吉田　誠
第 35区 萩原　一夫
第 36区 曽我　和夫
第 37区 柳下　登

芦　子 寺町 山口　真一

芦　子 荻窪 田嶋　邦典
上谷津 礒崎　透
中谷津 村野　芳一
下谷津 奥津　和彦
入谷津 八田　迪男
池上 市川　勇

二　川 井細田一区 中戸川　孝
第 43区 鈴木　實
第 44区 土屋　桂一郎
小田原
グリーンタウン 金田　恭嗣

久　野 宮本 湯川　増夫
久野坂下 倉石　喜七郎
京福台 遠藤　博
北久保 奥津　博幸
下宿 皆木　孝常
久野中宿 三橋　茂
星山 早泉　淳三
中久野 原田　幸雄
三国 木村　貴彦
留場 駿河　寛
坊所 星野　典久
欠ノ上 本多　利和
舟原 笹村　出
諏訪の原 永松　操
和留沢 西川　淳一
小田原
サニータウン 荻原　秋葊

東富水 蓮正寺第 1 木村　貞雄
蓮正寺第 2 土屋　晧
蓮正寺第 3 加藤　英二
蓮正寺第 4 永田　秀夫
蓮正寺第 5 国原　邦夫
蛍田駅前 夏目　守康
霞ノ瀬 栗田　哲夫
狩川 林　一男
蛍生会 葊重　知子
蓮正寺住宅 吉葉　茂樹
よし田 髙橋　東吾
蛍田中央 大嶋　文子
中曽根 金子　穗積
飯田岡東 草山　俊憲
堀之内 岩崎　良春

富　水 飯田岡本村 吉澤　博美
飯田岡若宮 石川　重明
飯田岡飯中 奥津　堅治
飯田岡楠 配島　勇
柳新田 小林　誠一
小台 篠原　弘
池田 中野　武
新屋 小林　清司
府川 加藤　紀元
久所 押田　勲
仲沢 撫井　清
北ノ窪 髙橋　曻
穴部 川﨑　功一
穴部新田 木村　誠行
上清水 木村　秀昭
下清水 内藤　英夫

桜　井 寺下 後藤　一
高河原 西側　恭二
河原庭 釼持　安葊
西之庭 香川　興勝
新屋敷 釼持　勝義

桜　井 浅原 青木　富雄
東栢山中の町 曽我　節夫
東栢山学校前 窪田　寛
東栢山城北 近藤　赳夫
東栢山道下 髙井　一義
東栢山道上 宮内　宏人
柳町 大田原　文明
西栢山 青木　久
栢山清流荘 島畑　聖士
弥生 石井　恒嘉

酒匂・
小八幡

酒匂 1区 須藤　光雄
酒匂 2区 須藤　常夫
酒匂 3区 太田　実
酒匂 4区 小野寺　稔
酒匂 5区 田中　一吉
酒匂 6区 大川　憲治
酒匂 7区 久保　三和子
酒匂 8区 大木　徹
酒匂 9区 沖野　耕一
酒匂 10区 板谷　隆仁
酒匂 11区 上田　光男
酒匂 12区 深田　脩敬
酒匂 13区 寅田　賢一
酒匂 14区 澤井　俊夫
酒匂 15区 新野　靖
酒匂 16区 穐山　伸一
酒匂 17区 深谷　康俊
小八幡 1区 譲原　春夫
小八幡 2区 安藤　勝彦
小八幡 3区 讓原　敬久
小八幡 4区 塩海　一男
小八幡 5区 佐藤　俊一
小八幡 6区 斉藤　和幸
小八幡 8区 木暮　周介
小八幡 9区 大塚　洋
小八幡 10区 天野　聡

下府中 下堀 樋山　新一
中里 1区 -1 原　照夫
中里 1区 -2 秋山　榮太郎
中里 2区 神部　敏男
矢作 星﨑　政光
鴨宮 2区 飯山　輝夫
鴨宮 3区 剱持　寿重
鴨宮 4区 -1 鈴木　章
鴨宮 4区 -2 府川　貴晴
鴨宮 5区 内田　静一
大道 青木　清二

富士見 南鴨宮 1区 穂谷野　勝
南鴨宮 2区 関野　次男
南鴨宮 3区 植田　正
南鴨宮 4区 小河　卓二
南鴨宮 5区 米澤　政道

豊　川 飯泉 1区 門松　好克
飯泉 2区 富山　浩明
飯泉 3区 小河　純吉
東成田 植村　久夫
西成田 栢沼　昭夫
成和 梅野　明啓
桑原 村山　輝夫
富士見 細羽　英昭

上府中 高田別堀西 沖山　明
高田別堀南 粟飯島　美津久
高田別堀東 鈴木　武雄
上千代 安楽　順之

上府中 上原 山下　皓久
下千代 富田　進
永塚 小林　勲
東大友 飯田　強
西大友 小林　正俊
延清 加藤　隆司

曽　我 上曽我 芹澤　久男
中河原 枝野　吉光
下大井 久保寺　登美男
鬼柳 市川　雅一
曽我大沢 石井　博之
春木住宅 石川　好志
籠場住宅 秋本　武男
花里住宅 新鹿　勲

下曽我 曽我原 曽我　祐行
曽我谷津 神保　雅亘
曽我岸 柏木　政弘
曽我別所 中村　隆夫
曽我神戸 佐宗　教安
曽我山岸 香川　幸一

国府津 国府津第 1区 松本　今朝臣
国府津第 2区 関野　英夫
国府津第 3区 朝倉　知
国府津第 4区 山田　葊海
国府津第 5区 石塚　勇
国府津第 6区 髙橋　正則
国府津第 7区 佐藤　哲男
国府津第 8区 木村　宗嗣
国府津第 9区 佐藤　清
国府津第10区 川口　博三
国府津第11区 市川　昌幸
国府津第12区 下川　剛
国府津第15区 川口　眞弘
国府津第16区 堀村　逸郎
国府津第18区 名田　和正
国府津第19区 小岩　幸雄

橘　南 西 平田　誠
中宿 石塚　美彦
向原 椎野　禎章
町屋 遠藤　剛
押切 大竹　哲三郎
羽根尾 駒沢　昭久
JR前川アパート 川井　修

橘　北　中村原第 1区 石塚　保國
中村原第 2区 多田　文男
中村原第 3区 植田　昭嘉
中村原住宅 宮崎　学
中村原第 6区 沼田　剛
中村原第 7区 加藤　操
小船第 1区 猪股　常夫
小船第 2区 石井　好美
山西 志澤　幸太郎
小竹下 秋澤　文夫
小竹打越 小澤　俊彦
小竹坂呂 岸　誠治
小竹脇 深澤　延弘
明沢 金子　博勝
沼代 林　栄一
上町 石塚　幹博
橘団地共同住宅 川﨑　勧
橘団地一般住宅 清水　金蔵
さつきが丘 渋谷　洋一
湘南橘台住宅 田中　正俊
若葉台 雨宮　憲司

連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名

  地域政策課　☎33-1457

敬称略、太字は自治会連合会長（6月1日現在） 

小田原市自治会総連合 役員　
会 長 木村秀昭　副会長 瀬戸充、木村貞雄　会 計 椎野禎

よ し

章
あ き

理 事 飯田和男、加藤芳永、市川勇、関野次
つぎ

男
お

、川口博三　
監 事 野崎忠、窪田寛、星﨑政光
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幼
稚
園（
3
～
5
歳
）

　
小
学
校
以
降
に
受
け
る
教
育
の
基
礎
を
作

る
た
め
の
、幼
児
期
教
育
を
行
い
ま
す
。

保
育
所（
0
～
5
歳
）

　
就
労
な
ど
の
た
め
、家
庭
で
保
育
で
き
な
い

保
護
者
に
代
わって
保
育
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
に
加
え
、
定
員
6
～
19
人
で
、0
～
2
歳

を
対
象
に
保
育
を
行
う
小
規
模
保
育
事
業
な

ど
、新
た
な
保
育
の
場
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
で
も
平
成
27
年
度
に
、新
た
な
認
可
保

育
所
や
、
小
規
模
保
育
事
業
の
開
始
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
制
度
で
は
、
各
家
庭
の
状

況
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
施
設
や
事
業
を
選
び
、

申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

幼
児
期
の
教
育
や
保
育
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成

27
年
4
月
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
、
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
す
る
予
定
で
す
。

市
で
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」を
設
置
し
、
新
制
度
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 子

ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度

来
年
4
月
ス
タ
ー
ト

幼
稚
園
を
利
用
希

望
の
場
合（
※
1
）

保
育
所
や
小
規
模

保
育
事
業
を
利
用

希
望
の
場
合

（
※
2
）

幼
稚
園
に
直
接
、

利
用
を
申
し
込
み

市
に
「
保
育
の
必

要
性
」
の
認
定
を

申
請

認
定
こ
ど
も
園（
0
～
5
歳
）

　
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
や
特
長
を
併
せ

持
ち
、教
育
と
保
育
を
一
体
的
に
行
い
ま
す
。

小
規
模
保
育
事
業（
0
～
2
歳
）

　

就
労
な
ど
で
保
育
が
必
要
な
０
～
２
歳
の

子
ど
も
を
対
象
に
、
少
人
数（
定
員
６
～
19

人
）の
環
境
で
保
育
し
ま
す
。

①
新
た
な
教
育
・
保
育
の
場

各
施
設
な
ど
の
利
用
の
流
れ

  

保
育
課
　
☎
33 - 

1
6
4
2

※
1
  認
定
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
部
分
を
含
む
。

※
2
  認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
所
部
分
を
含
む
。

幼
稚
園
と
契
約

施
設
と
契
約（
保

育
所
に
つ
い
て

は
、市
と
契
約
）

幼
稚
園
か
ら
入
園

の
内
定

市
か
ら
認
定
証

（
2
号
・
3
号
認

定
）を
交
付

幼
稚
園
を
通
じ
て

利
用
の
た
め
の
認

定
を
市
に
申
請

市
に
保
育
所
な
ど

の
利
用
希
望
を
申

し
込
み

幼
稚
園
を
通
じ
て

市
か
ら
認
定
証 

（
1
号
認
定
）を
交

付

申
込
状
況
な
ど
に

よ
り
、
市
が
利
用

を
調
整

1

1

2

2

3

3

4

4



広報　小田原　2014.6.17

　早いもので、この5月24日をもって市長任期2期め
の折り返しとなり、小田原市長の任を託されてから丸
6年が経過したことになります。
　当然ながら、自らの責務として、目標に掲げた政
策がしっかりと実現に向かっているか、絶えざる確認
を行っています。2期め就任時に示した「第2ステージ
の取り組み指針」に列記した政策は、既に４年めに
入った総合計画「おだわらTRYプラン」にほぼ全て
が位置づいており、現時点でそのほとんどが着手さ
れ、具現化が進んでいます。通算で6年が経過した
中で、当初は地道に議論・検討を積み重ねていたも
のが、順次実施段階に入り、具体的な成果を出す局
面に入っているのです。
　「新しい小田原」、すなわち「持続可能な市民自
治のまち」の具現を目指して取り組んできたこの6年
は、私の好きな山登りに例えれば、見えない山頂を
目指し、深い森の山麓歩きから始まって、道なき道を
拓
ひ ら

くヤブ漕
こ

ぎを重ね、きつい斜面の登りに息を切らせ
ながらも、何とか周囲の山並みが望める中腹まで辿

た ど

り
着いている、といったところでしょうか。
　険しい、そして過酷な山道でしたが、ここまで登っ
てこれたのは、私が思い描いていた以上に主体的に
まちづくりへと参画している実に多くの市民の皆さん、
そして「新しい小田原」を目指すゆえの慣れない事業
領域にも厭

い と

わず果敢に取り組んでいる多くの職員が、
知恵と力を出し合い、互いを励まし合いながら、一歩
一歩丹念に成果を積み重ねてきた、そのチームワー
クが育ってきたからに他なりません。幾つもの難所で
発揮された市民の皆さんや職員の頑張りに、私はど
れだけ勇気づけられたことでしょう。
　人口の減少、少子化と高齢化の急速な進行、公
共施設や各種インフラの老朽化、厳しい財政状況な
ど、地方自治体を取り巻く状況が厳しさを増す中です
が、豊かな可能性に恵まれた小田原だからこそ果た
し得る役割を、しっかりと全うしていく決意です。

「6年の歩み」
小田原市長　加藤 憲一

【
1
号
認
定
】教
育
標
準
時
間
認
定

3
歳
以
上
で
、教
育
を
希
望
す
る
場
合

　
〈
利
用
先
〉幼
稚
園
、認
定
こ
ど
も
園

【
2
号
認
定
】3
歳
以
上
・
保
育
認
定

3
歳
以
上
で
、保
育
が
必
要
な
場
合

● 

3
歳
以
上
保
育
標
準
時
間

● 

3
歳
以
上
保
育
短
時
間

　
〈
利
用
先
〉保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園

【
3
号
認
定
】3
歳
未
満
・
保
育
認
定

3
歳
未
満
で
、保
育
が
必
要
な
場
合

● 
3
歳
未
満
保
育
標
準
時
間

● 

3
歳
未
満
保
育
短
時
間

　
〈
利
用
先
〉保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園
、

　

            

小
規
模
保
育
事
業

　

新
制
度
で
は
、
教
育
・
保
育
の
施
設
や
事

業
を
利
用
す
る
場
合
、「
認
定
」を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
「
認
定
」は
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
希
望

に
応
じ「
教
育
標
準
時
間
認
定
」、「
3
歳
以

上
・
保
育
認
定
」、「
3
歳
未
満
・
保
育
認
定
」

の
3
つ
に
区
分
し
ま
す
。「
保
育
認
定
」を
受

け
る
場
合
は
、
さ
ら
に「
保
育
の
必
要
量
」に

よ
り「
保
育
標
準
時
間
」、「
保
育
短
時
間
」に

分
け
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
保
育
料
は
、
家
庭
の
所
得

状
況
に
応
じ
て
、市
が
決
め
ま
す
。

●�

幼
稚
園
は
、
施
設
を
新
制
度
の
対
象
と

す
る
か
ど
う
か
、
選
択
で
き
ま
す
。
新

制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
幼
稚
園
は
、

こ
れ
ま
で
の
利
用
申
込
方
法
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。

●�「
認
定
」を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
と
、

施
設
の
入
所
申
込
は
同
時
に
で
き
る
予

定
で
す
。

●�

新
制
度
の
対
象
と
な
る
幼
稚
園
、
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
事

業
な
ど
の
施
設
一
覧
や
、
具
体
的
な
申

込
方
法
は
、9
月
以
降
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

「
保
育
の
必
要
量
」

保
護
者
の
就
労
状
況
な
ど
に
よ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

○
「
保
育
標
準
時
間
」
利
用
…

フ
ル
タ
イ
ム
就
労
を
想
定
し
た
利
用

時
間（
最
長
お
お
む
ね
11
時
間
）

○
「
保
育
短
時
間
」
利
用
…

パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
を
想
定
し
た
利

用
時
間（
最
長
お
お
む
ね
8
時
間
）

②
3
つ
の
認
定
区
分
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消費税増税に伴う
臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給付金
  福祉政策課　☎33-1667　子育て政策課　☎33-1453

対
象
者
・
給
付
額

9
ペ
ー
ジ
の「
対
象
者
診
断
チ
ャ
ー
ト
」を

ご
確
認
く
だ
さ
い

対
象
者
・
給
付
額

9
ペ
ー
ジ
の「
対
象
者
診
断
チ
ャ
ー
ト
」を

ご
確
認
く
だ
さ
い

給
付
ま
で
の
流
れ

①�

市
か
ら
市
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
人
に
、
お
知
ら
せ
と
申
請
書
類
を
送
付

※
発
送
は
、
7
月
を
予
定
。

②�

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）の
写
し
、

振
込
先
に
指
定
し
た
口
座
の
通
帳
の
写
し
な
ど

を
添
付
し
、
返
信
用
封
筒
で
郵
送

③�

市
が
、
市
民
税
の
課
税
状
況
の
確
認
、
申
請
書
の

審
査
を
行
い
、
給
付
が
決
定
し
た
人
か
ら
順
次
、

指
定
し
た
口
座
に
振
り
込
み

※
給
付
開
始
は
、
8
月
を
予
定
。

給
付
ま
で
の
流
れ

①�

市
か
ら
平
成
26
年
1
月
分
の
児
童
手
当
受
給
者

（
特
例
給
付
を
含
む
）な
ど
に
、
申
請
書
類
な
ど

を
送
付

※
発
送
は
、
7
月
を
予
定
。

②�

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
信
用
封
筒

で
郵
送

③�

市
が
、
平
成
25
年
中
の
所
得
の
確
認
、
申
請
書
の

審
査
を
行
い
、
給
付
が
決
定
し
た
人
か
ら
順
次
、

指
定
し
た
口
座
に
振
り
込
み

※
給
付
開
始
は
、
8
月
を
予
定
。

公
務
員
は
、
職
場
の
担
当
部
署
か
ら
申
請
書
、

児
童
手
当
の
受
給
証
明
書
が
配
布
さ
れ
て
い

ま
す
。
申
請
書
は
7
月
以
降
申
請
期
間
終
了

ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

宛
先
：�

〒
2
5
0-

8
5
5
5　

荻
窪
3
0
0

小
田
原
市
役
所
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
担
当

臨
時
福
祉
給
付
金

　

所
得
が
低
い
人
へ
の
負
担
を
考
慮
し
た
給
付
金
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
子
育
て
世

帯
の
消
費
を
支
え
る
給
付
金
。

4月1日から消費税率が8％に上がったことに伴い、
国は、暫定的・臨時的な措置として、

所得が低い人や子育て世帯を対象に、給付金を給付します。
国に代わり市が、各給付金の申請・給付手続きなどの事務を行います。

制度に関する問い合わせ　厚生労働省相談窓口　☎0570-037-192

[

申
請
期
間] �
給
付
申
請
受
付
開
始
日
か
ら
6
か
月

[

申
請
期
間]��

給
付
申
請
受
付
開
始
日
か
ら
6
か
月



は
い

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

基準日（平成
26年1月1日）
に小田原市に
住民登録があ
りましたか。

小田原市から
の給付対象で
はありません。
※基準日に住民
登録されていた
自治体にお問い
合わせください。

生活保護を
受けて
いますか。

対象ではあり
ません。
※保護基準の改
定で消費税率の
引き上げによる
負担増に対応し
ています。

26年1月分の
児童手当（特
例給付含む）
を受給してい
ますか。
または、26年
1月1日生まれ
のお子さんが
いますか。

26年度分の
市民税は課税
されています
か。

26年度分の
市民税が課税
されている人
に生活の面倒
を見てもらっ
ていますか。

対象ではあり
ません。

25年の所得
は制限額以上
ですか。
（表１参照）

加算対象の基
礎年金・児童
扶養手当など
を受給してい
ますか。

臨時福祉給付金
の支給対象者と
なる可能性があ
ります。
（1万円）

対象者診断チャート　※一般的な場合を想定しています。

臨時福祉給付金
の支給対象者と
なる可能性があ
ります。
（加算を含む
1万5千円）

子育て世帯臨時
特例給付金の支
給対象者となる
可能性がありま
す。（児童1人当
たり1万円）

い
い
え

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い は

い

いいえ

いいえ

区分
（扶養親族などの数）

限度額目安
（給与収入ベース）

　　子 1人（1人） 875.6 万円
夫婦子 1人（2人） 917.8 万円
夫婦子 2人（3人） 　960万円

表１　【児童手当の所得制限限度額（給与収入ベース）】

広報　小田原　2014.6.19

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」や「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」に
関
し
て
、

●
A
T
M
（
銀
行
な
ど
の
現

金
自
動
預
け
払
い
機
）
の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
。

●「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
や

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」を
給
付
す
る
た
め
に
、

手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を

求
め
る
こ
と
。

●
現
時
点
で
世
帯
構
成
や
銀

行
口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人

情
報
を
照
会
す
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
市
か
ら
お

願
い
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
電
話
を
受
け
た
と

き
は
、
福
祉
政
策
課
（
☎

33-

1
6
6
7
）、
子
育
て
政

策
課
（
☎
33-

1
4
5
3
）
ま

た
は
、
小
田
原
警
察
署
（
☎

32-

0
1
1
0
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

“

振
り
込
め
詐
欺”

や

“

個
人
情
報
の
詐
取”

に

ご
注
意
く
だ
さ
い
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市
民
税
・
県
民
税
納
税
通
知
書
を
6
月

9
日（
月
）に
発
送
し
ま
す
。
こ
の
通
知
書

に
は
、
今
年
度
納
め
て
い
た
だ
く
市
民

税
・
県
民
税
の
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
人
は
、
納

期
限
を
確
認
し
、
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
公
的
年
金
等
の
収
入
額
が
4
0
0
万

円
以
下
」
で
「
そ
の
他
の
所
得
が
20
万
円

以
下
」
の
場
合
は
、
確
定
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
が
、
医
療
費
、
生
命
保
険
料
な

ど
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
含
ま
れ

な
い
控
除
を
追
加
さ
れ
る
場
合
は
、
市
民

税
・
県
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

　
申
告
し
な
い
と
、
昨
年
と
比
較
し
て
市

民
税
・
県
民
税
が
増
額
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
印
鑑（
朱
肉

を
使
用
す
る
も
の
）、
源
泉
徴
収
票
、
控

除
に
必
要
な
資
料（
医
療
費
の
領
収
書
、

生
命
保
険
料
の
控
除
証
明
書
な
ど
）を
持

参
し
、
市
民
税
課（
市
役
所
2
階
　
9
番

窓
口
）で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
公
的
年
金
に
か
か
る
市
民
税
・
県
民
税

は
、
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
天
引
き
）し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
納
付
方
法
が
変
わ
る
だ

け
で
、
税
額
が
増
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※�

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
天
引
き
）さ

れ
る
人
の
納
税
通
知
書
に
は
、
公
的
年
金

か
ら
の
徴
収
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
は
、
地
面
か

ら
空
へ
伸
び
る
芽
を
表
す
直
線

と
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
施
設
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込

め
た
柔
ら
か
い
曲
線
で
構
成
さ
れ
、

「
H
a=

ハ
」「
R
u=

ル
」「
N
e=

ネ
」

と
い
う
響
き
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
色
は
、「
芽
吹
き
」
を
連
想
さ

せ
る
黄
緑
色
に
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
振
興
と
、
中
心
市

街
地
の
回
遊
拠
点
を
目
指
し
て
再

開
す
る
小
田
原
地
下
街
の
愛
称
を
、

1
月
に
募
集
し
ま
し
た
。
幅
広
い

世
代
の
人
か
ら
8
6
8
点
に
も
及

ぶ
応
募
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
地
下

街
再
開
へ
の
期
待
や
ふ
る
さ
と
小

田
原
へ
の
思
い
、
小
田
原
の
発
展

を
願
う
気
持
ち
な
ど
が
込
め
ら
れ

た
作
品
で
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
市
長
を
委
員
長

と
す
る
選
考
委
員
会
で
審
査
し
た

結
果
、
最
優
秀
賞
は
、
市
内
在
住

の
鶴
田
健
二
さ
ん
か
ら
応
募
い
た

だ
い
た「
H
a
R
u
N
e
小
田
原

（
ハ
ル
ネ
小
田
原
）」
に
決
定
し
ま

し
た
。

　「
H
a
R
u
N
e
小
田
原
」
に
は
、

植
物
の「
根
」
が
地
中
か
ら
栄
養

を
吸
い
上
げ
、
成
長
や
開
花
、
実

を
結
ぶ
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
っ
て

い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
地
下
街

が
小
田
原
の
魅
力
を
吸
い
上
げ
て

発
信
す
る
こ
と
で
、
人
が
回
遊
し
、

地
域
が
活
性
化
し
て
い
く
、
そ
の

飛
躍
と
恵
み
の
源
と
な
る
、
小
田

原
に「
張
る
根
」に
な
っ
て
ほ
し
い

公
的
年
金
所
得
者
で
、

確
定
申
告
を
し
な
か
っ
た
人
へ

小
田
原
地
下
街
の
愛
称
決
定

 「
H
a
R
u
N
e
小
田
原
」

平
成
26
年
度
市
民
税
・
県
民
税（
住
民
税
）

納
税
通
知
書
を
発
送

  

中
心
市
街
地
整
備
課
　
☎
33 - 

1
5
9
6

  

市
民
税
課
　
☎
33 - 

1
3
5
1

1期 2期 3期 4期

昭和23年4月3日～
昭和24年4月2日生
まれの人

納付書または口座
振替で納付する。

特別徴収（天引き）
（3期・4期分の合計金
額を10月・12月・平
成27年2月の3回に分
けて年金から天引き）

昭和23年4月2日生
まれまでの人

特別徴収（天引き）
（平成26年度の税額を4月・6月・8月・10月・
12月・平成27年2月の6回に分けて年金から
天引き）

※計画段階の図面を基にした完成予想図です。実際とは異なる場合があります。

公
的
年
金
か
ら
の

市
民
税
・
県
民
税
の

特
別
徴
収（
天
引
き
）に
つ
い
て



お だ わ ら 情 報
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小
田
急
線

東海道新幹線
東海道本線

小
田
原
駅

小田原城

早川

狩
川

酒
匂
川城山、十字、板橋

城山風致地区

城内

小田原城址
風致地区

江之浦、根府川、米神、石橋、
早川、南町、本町、浜町、東町、
酒匂、小八幡、国府津、前川

海岸風致地区

特に良好な自然環境を有しているなど
（建築物などの高さ 8m以下、建ぺい率 20%以下他）

良好な自然環境を有しているなど
（建築物などの高さ 8m以下、建ぺい率 40%以下他）

周辺に良好な自然環境を有しているなど
（建築物などの高さ 10m以下、建ぺい率 40%以下他）

自然環境の維持もしくは復元が図られているなど
（建築物などの高さ 15m以下、建ぺい率 40%以下他）

第 1種
風致地区

第 2種
風致地区

第 3種
風致地区

第 4種
風致地区

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
は
、
地
面
か

ら
空
へ
伸
び
る
芽
を
表
す
直
線

と
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
施
設
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込

め
た
柔
ら
か
い
曲
線
で
構
成
さ
れ
、

「
H
a=

ハ
」「
R
u=

ル
」「
N
e=

ネ
」

と
い
う
響
き
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
色
は
、「
芽
吹
き
」
を
連
想
さ

せ
る
黄
緑
色
に
し
て
い
ま
す
。

次
の
行
為
に
は
、

許
可
申
請
な
ど
が
必
要
で
す

　
市
内
に
は
、
樹
林
地
や
水
辺
地
、
歴
史
的
景
観
を
保
持
し
て

い
る
地
域
な
ど
、
良
好
な
自
然
的
景
観
の
維
持
が
必
要
な
区

域
に
指
定
さ
れ
る
「
風
致
地
区
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
県
が
定
め
て
い
た
風
致
地
区
条
例
を
、
市
が
定
め

る
こ
と
と
な
り
、
2
月
26
日
に
「
小
田
原
市
風
致
地
区
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

　
風
致
地
区
内
で
建
築
行
為
、
木
竹
の
伐
採

な
ど
を
行
う
場
合
は
、
従
前
の
県
条
例
と
同

様
に
市
条
例
に
基
づ
く
許
可
申
請
な
ど
が
必

要
で
す
。

1
．
建
築
物
の
新
築
、
増
築
、
改
築
ま
た
は
移
転

2
．
工
作
物
の
新
築
、
増
築
、
改
築
ま
た
は
移
転

3
．
建
築
物
・
工
作
物
の
色
彩
の
変
更

4
．
宅
地
の
造
成
、
土
地
の
開
墾
そ
の
他
の
土
地
の
形
質
の
変
更

5
．
水
面
の
埋う

め

立た

て
ま
た
は
干
拓

6
．
木
竹
の
伐
採

7
．
土
石
の
類
の
採
取

8
．
屋
外
に
お
け
る
物
件
の
堆た

い

積せ
き

許
可
申
請
窓
口
　
市
役
所
６
階
　
都
市
計
画
課
景
観
係

小
田
原
市
風
致
地
区
条
例
の
制
定

7
月
1
日
か
ら
施
行

  

都
市
計
画
課
　
☎
33 - 

1
5
7
3

小田原城址お堀と桜 江之浦海岸

区域の詳細は、市
ホームページにあ
る「Navi-O」の「都
市計画図」で確認
できます。
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市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
の
健
康
診
断（
特
定
健
康
診
査
）の
受
診

率
は
約
20
パ
ー
セ
ン
ト
。

　「
病
気
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
、
健

康
診
断
を
受
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と

後
悔
し
な
い
た
め
に
も
、
40
歳
を
過
ぎ
た

ら
、
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に
健
康

診
断
を
受
診
し
、
健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
人
間
ド
ッ
ク
や
か
か
り
つ
け
の

医
療
機
関
で
健
康
診
断
を
受
診
し
た
人

は
、
健
康
づ
く
り
課（
☎
47 - 

0
8
2
0
）

に
受
診
結
果
を
知
ら
せ
る
と
、
健
康
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
相
談
な
ど
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
一
人
の
健
康
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
、
病
気
の

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
健
康
診
断
を
受
診
す
る
人
は
、
市
の
指

定
す
る
実
施
医
療
機
関
に
直
接
連
絡
し
て

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
健
康
診
断
当

日
ま
で
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
、
40
～
74
歳

※ 

対
象
者
に
は
5
月
下
旬
に
受
診
書
類
を

送
付
し
ま
し
た
。

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

毎
年
受
け
る
習
慣
を

病
児
保
育
室
が
新
た
に
開
設

  

保
険
課
　
☎
33 - 

1
8
4
5

  

保
育
課
　
☎
33 - 

1
4
5
1

受
診
期
間

　

6
月
1
日
～
平
成
27
年
3
月
31
日

実
施
医
療
機
関

　
市
内
の
医
療
機
関（
76
施
設
）

検
査
内
容

　
身
体
測
定
、
血
圧
、
尿
検
査
、
心
電
図
、

内
科
診
察
、
血
液
検
査（
血
糖
値
・
血
中
脂

質
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・
貧
血
検
査
な
ど
）

自
己
負
担
金

　

2
0
0
0
円

※ 

70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

※ 

69
歳
以
下
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、
受
診
す
る
2
週
間
前
ま
で
に
健
康

づ
く
り
課（
☎
47 - 
0
8
2
0
）に
申
請

し
、
該
当
が
確
認
で
き
た
場
合
に
、
自

己
負
担
金
が
免
除（
無
料
）さ
れ
ま
す
。

　
病
後
児
保
育
室
「
ら
っ
こ
組
」「
ほ
う
あ

ん
り
す
の
も
り
」に
加
え
、7
月
に
横
田
小

児
科
医
院
病
児
保
育
室「
J ジ

ャ

ン

ボ

a
m
b
o
！
」

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
病
児
保
育
室
は
子
ど
も
が
病
気
中
の
た

め
、
病
後
児
保
育
室
は
病
気
の
回
復
期
の

た
め
、
保
育
所
な
ど
に
通
園
で
き
な
い
場

合
に
利
用
で
き
ま
す
。
専
用
ス
ペ
ー
ス
で

保
育
を
行
い
、
専
任
看
護
師
を
配
置
し
、

医
療
機
関
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

開
所
時
間

　
午
前
7
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分

利
用
料
金

1
人
1
日  

2
0
0
0
円（
給
食
希
望
の

場
合
は
、
別
途
２
０
０
円
）

※
「
J
a
m
b
o
！
」
で
は
給
食
の
対

応
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
弁
当
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

利
用
条
件

① 

就
学
前
児
童
で
、
市
内
在
住
ま
た
は
市

内
保
育
所
利
用
者

②
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
理
由
が
あ
る

③
事
前
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る

【
病
児
保
育
室
を
利
用
す
る
場
合
】

④ 

病
気
中
で
、
集
団
保
育
が
困
難

　（
医
師
の
診
療
情
報
提
供
書
を
提
出
）

【
病
後
児
保
育
室
を
利
用
す
る
場
合
】

⑤ 

病
気
回
復
期
だ
が
、
集
団
保
育
が
困
難

（
医
師
の
診
療
情
報
提
供
書
を
提
出
）

利
用各

保
育
室
へ
電
話

※ 

定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
空
き
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

病
児
保
育
室

横
田
小
児
科
医
院
病
児
保
育
室

「
J
a
m
b
o
！
」

北
ノ
窪
5
1
4
 - 

1

☎
34 - 

0
6
6
6
  
 
35 - 

0
7
5
6

［
定
員
］6
人

病
後
児
保
育
室

宗
教
法
人
城
前
寺
城
前
寺
保
育
園

病
後
児
保
育
室「
ら
っ
こ
組
」

曽
我
光
海
20 - 

1

☎・ 

 
42 - 

6
3
5
4

［
定
員
］4
人

社
会
福
祉
法
人
宝
安
寺
社
会
事
業
部

病
後
児
保
育
室

「
ほ
う
あ
ん
り
す
の
も
り
」

浜
町
1
 - 

3
 - 

8

☎
0
8
0 - 

4
3
7
1 - 

1
9
0
0

 
22 - 

3
5
2
4

［
定
員
］4
人

健
康
診
断

利
用
に
つ
い
て（
各
保
育
室
と
も
に
）

対象者に送付した封筒

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
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大
雄
山
最
乗
寺 

寺
宝

「
富
嶽
之
図
」を
松
永
記
念
館
で

特
別
公
開
中

　
市
立
病
院
は
、
救
急
科
や
総
合
診
療

科
の
医
師
、
放
射
線
技
師
、
看
護
師
2

人
の
計
5
人
で
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

（
Dデ

ィ
ー
マ
ッ
ト

M
A
T
）を
結
成
し
、
今
年
3
月
に
神

奈
川
県
か
ら
、「
神
奈
川
D
M
A
T
指
定
病

院
」の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
被
災
地
か
ら
の
要
請
に

基
づ
き
、
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

D
M
A
T
を
被
災
地
の
災
害
拠
点
病
院
な

ど
に
派
遣
し
て
医
療
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

は
「D

デ

ィ

ザ

ス

タ

ー

isa
ste

r M

メ

デ

ィ

カ

ル

e
d

ica
l 

A

ア

シ

ス

タ

ン

ス

ssistance T

チ

ー

ム

eam

」
の
頭
文
字

を
と
っ
て「
D
M
A
T
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
実
施
す

る
「
日
本
D
M
A
T
隊
員
養
成
研

修
」
を
受
講
し
、
救
急
治
療
を
行

う
た
め
の
専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た

医
療
チ
ー
ム
で
、
災
害
発
生
か
ら
お

お
む
ね
48
時
間
以
内
に
活
動
で
き
る

機
動
性
を
持
ち
ま
す
。

小
田
原
市
立
病
院

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム（
D
M
A
T
）を
結
成

  

経
営
管
理
課
　
☎
34 - 

3
1
7
5

　
市
立
病
院
は
、「
災
害
拠
点
病
院
」
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
や
周
辺
地
域
の
災
害
時
に
は
、
地

域
の
医
療
機
関
を
支
援
し
、
重
症
・
重
篤

な
傷
病
者
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
他

の
地
域
か
ら
派
遣
さ
れ
る
D
M
A
T
を
受

け
入
れ
、
災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
で
中

心
的
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

 

D
M
A
T
と
は

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の

役
割

後列　左から岡田医師、守田医師、佐藤放射線技師
前列　左から村山看護師、長瀬看護師

　

6
月
1
日
～
7
日
は
水
道
週
間
で
す
。

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
も
、
大
切
な
水
道
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
小
田
原
は
自
然
に
恵
ま
れ
、河
川
水
や
地

下
水
、わ
き
水
な
ど
豊
か
な
水
源
が
あ
り
ま

す
。
市
で
は
、こ
れ
ら
を
水
道
水
の
も
と
と

な
る
「
原げ

ん

水す
い

」
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
高
田
浄
水
場
で
は
、酒
匂
川
の
水
を
取
水

し
、
水
道
水
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。お
い
し

い
水
道
水
を
各
家
庭
に
届
け
る
た
め
、通
常

の
浄
水
工
程
に
加
え
、活
性
炭
処
理
を
行
う

と
と
も
に
、カ
ル
キ
臭
の
原
因
と
な
る
塩
素

の
使
用
量
抑
制
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
酒
匂
川
の
水
質
保
全
が
と
て
も
重

要
で
す
。
家
庭
や
工
場
な
ど
で
は
、
日
頃

か
ら
適
正
な
排
水
処
理
に
努
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

6
月
1
日（
日
）～
7
日（
土
）

第
56
回
水
道
週
間

お
い
し
い
な

だ
い
じ
な
お
水

ご
く
ご
く
り

  

水
道
局
営
業
課
　
☎
41 - 

1
2
0
2

安
全
で
お
い
し
い
水
を

届
け
る
た
め
に

［期間］6月30日（月）まで
［時間］午前9時～午後5時
［料金］一般500円、大学生
　　   300円、高校生以下 無料

　
小
田
原
を
代
表
す
る
墨
彩
画
家
・

佐
藤
大た

い

寛か
ん

。

　
松
永
記
念
館
で
開
催
中
の
特
別
展

で
は
、
か
つ
て
日
本
美
術
史
の
大
家
・

藤ふ
じ

懸か
け

静し
ず

也や

氏
が「
富
士
を
描
い
た
作
品

の
中
で
最
も
優
れ
た
も
の
の
一つ
」と
賞

賛
し
た
、
大
雄
山
最

乗
寺
寺
宝
の「
富ふ

嶽が
く

之の

図ず

」
を
は
じ
め
、

ご
遺
族
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
作
品
を
含
む
代

表
作
を
公
開
し
て
い

ま
す
。

　
孤
高
を
貫
き
、
独

自
の
境
地
で
そ
の
表

現
に
取
り
組
ん
だ
大

寛
の
魅
力
に
触
れ
る

こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
機
会
で
す
。ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

郷
土
文
化
館
　
☎
23 - 

1
3
7
7

佐藤大寛
（1898～1983）

大雄山最乗寺　寺宝「富嶽之図」



障
が
い
者
の
働
く
場
2

連 載

14

チ
ー
フ
に
し
た
文
具
や
雑
貨
は
、
市
内
の

数
店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
ダ
ウ
ン
症
や
自
閉
症
、
知
的
・

発
達
障
が
い
の
あ
る
小
学
生
か
ら
成
人
ま

で
が
集
い
、
絵
画
だ
け
で
な
く
ヨ
ガ
や
英

会
話
、
機は

た

織お

り
、
美
術
鑑
賞
な
ど
、
多
く
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
障
が

い
の
あ
る
人
が
毎
日
通
え
る
仕
事
場
を
作

る
予
定
で
す
。

　
「
ア
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル
」
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

こ
と
。
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
自
分
ら
し
い

生
き
方
を
見
つ
け
、仕
事
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
始
ま
り
は
13
年
前
、
県
西
地
域

に
住
む
ダ
ウ
ン
症
の
子
ど
も
と
親
で
立
ち

上
げ
た
「
日
本
ダ
ウ
ン
症
協
会
小
田
原
支

部
ひ
よ
こ
の
会
」
。
多
く
の
人
が
ダ
ウ
ン
症

の
人
と
関
わ
る
こ
と
で
、
偏
見
や
差
別
を

な
く
し
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し

た
い
と
願
い
、
啓
発
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
の
一
つ
で
あ
る
ア
ー
ト
活
動
が
、

昨
年
9
月
「
N
P
O
法
人
ア
ー
ル
・
ド
・

ヴ
ィ
ー
ヴ
ル
」
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
ア
ー
ト
に
長
く
携
わ
る
美
術

家
の
中
津
川
浩ひ

ろ

章あ
き

さ
ん
を
招
き
、
定
期
的

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
自
由
な
ス
タ

イ
ル
で
創
作
活
動
す
る
彼
ら
か
ら
、
多
く

の
魅
力
的
な
作
品
が
生
ま
れ
、
作
品
を
モ

ア
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル
所
属
メ
ン
バ
ー

の
作
品
が
一
堂
に
会
し
た
展
示
会
を
開
催

し
ま
す
。彼
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
皆
さ
ん
へ

届
け
ま
す
！

　
　  

6
月
4
日（
水
）～
9
日（
月
）

　
　  

午
前
10
時
～
午
後
6
時

　
　  （
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

　
　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
九
郎（
栄
町
2-

13-

3
）

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時 

6
月
7
日（
土
）午
後
５
時
～

ゲ
ス
ト  

美
術
家
　
中
津
川
浩
章
さ
ん

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
の

創
作
・
表
現
活
動
の
場
が
誕
生

　
蓮
正
寺
に
あ
る
梅
香
園
に
は
、
40
人
以

上
の
障
が
い
の
あ
る
人
が
通
い
、作
業
し
て

い
ま
す
。

　
製
品
の
袋
詰
め
や
箱
の
組
み
立
て
と

い
っ
た
軽
作
業
か
ら
、建
物
の
清
掃
を
任
さ

れ
る
人
、タ
オ
ル
や
ト
レ
ー
ナ
ー
、
封
筒
や

ガ
ラ
ス
に
印
刷
す
る
「
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン

印
刷
」
に
取
り
組
む
人
ま
で
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
得
意
な
作
業
を
見
つ
け
、
力

を
育
て
る
た
め
、幅
広
い
作
業
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
梅
香
園
で
は
、
作
業
の
質
の
向
上
を
目

指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
ご
と
に
「
免
許

証
」
を
発
行
。
「
免
許
証
の
発
行
者
は
僕

な
ん
だ
け
ど
ね
」
と
施
設
長
の
山
下
良
男

さ
ん
は
笑
い
ま
す
。一
定
の
認
定
項
目
を
設

け
審
査
し
な
が
ら
、
施
設
利
用
者
の
力
を

育
ん
で
い
ま
す
。

　
「
通
園
者
の
心
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が

究
極
の
目
標
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
笑
顔
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

梅ば
い 

香こ
う 
園え

ん

梅
香
園（
蓮
正
寺
6
4
7-

5
）

・
就
労
移
行
支
援
事
業
所

・
就
労
継
続
支
援
事
業
所

・
生
活
介
護
事
業
所

NPO法人アール・ド・ヴィーヴル
理事長　萩原美由紀さん
知的障がいのある人のアート活動を地域
に広めるイベントを企画・運営する他、
ダウン症の赤ちゃんが生まれた家族への
支援を行っている。日本ダウン症協会小
田原支部長、ほうとくエネルギー（株）取
締役、小田原市教育委員

ア
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル

～
自
分
ら
し
く
生
き
る
～
展
覧
会
2

場
所

日
時

就労継続支援事業で行う、シルクスクリーン印刷作業

作業以外に、創作活動も行っています。
制作した映画「白雪姫」の1コマ

Ar t  S c e n e 《 連 載 》 小 田 原 の ア ー ト シ ー ン
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この魚はアジだよ。アジの他に
もサバやカマスなど、全国から
旬な魚を仕入れて、干物にする
んだ。

塩水に漬けたアジは、1
枚ずつ丁寧に網に並べ
て、乾燥室に入れるんだ。

できた干物は重さごとに分け
て、土産物屋さんや東京の築
地魚市場などに出荷するん
だ。

アジを開いているんだ。早い人
は、1分間に5～6匹もさばける
んだよ。

開いたアジは水で流し、きれい
にしてから塩水に漬けるんだ
よ。塩水には、国産の天然塩と
箱根山水系の水を使うことに、
こだわっているんだ。

干物づくり体験について、詳しくは…☎22-4035

みかんちゃんとジョー君の

もの知りで優しいみかんちゃんと、やんちゃなジョー君が、
市内地場産業の事業所を訪ねます。

おいしそうな魚がたくさんいるよ！ 別の部屋に入れられたよ！

すぐにでも焼いて食べたいな！

アジが何かに漬けられているよ！

みんな、きれいにさばいてるよ！

干物にする魚でも、
脂の乗った新鮮なものを使っているの。

そんなに早く上手に
さばけるなんて、
驚きだわ。

魚によって、漬ける
時間や塩水の濃度を
変えているのよ。

約60分間乾燥
させたら、干物の
でき上がりよ。

1日に約4,000枚の
干物を製造してるわよ。

早瀬幸八商店では、
予約すれば
干物づくりを
体験できるのよ。

僕も、
体験してみたい！

 15 早瀬幸
こう

八
は ち

商店の巻（小田原ひもの）
有限会社早瀬幸八商店
所在　浜町3-8-4

有限会社早瀬幸八商店は、1912（大正
元）年に創業した、干物専門店です。手
作りにこだわり、受け継がれてきた伝統
の製法で、無添加甘塩をモットーにアジ
などの干物を製造・直売しています。

今回は、代表取締役の
早瀬幸弘さんと、おか
みさんの静佳さんに案
内してもらいました。
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下
中
地
区
で
収
穫
さ
れ
る「
下
中
た

ま
ね
ぎ
」。地
元
畜
産
農
家
が
育
て
る
牛

の
牛
ふ
ん
肥
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

養
分
を
た
っ
ぷ
り
と
含
ん
だ
畑
か
ら
は
、

甘
く
て
大
き
な
た
ま
ね
ぎ
を
収
穫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
和
食
、洋
食
、中
華…

ど
ん
な
料
理
に

も
合
い
、調
理
方
法
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
味
が
楽
し
め
る
た
ま
ね
ぎ
は
、学
校

給
食
で
も
大
活
躍
。軟
ら
か
く
て
甘
み

も
強
く
、煮
物
、汁
物
、炒
め
物
な
ど
の

具
材
に
お
薦
め
で
す
。

　
下
府
中
小
学
校
の
給
食
で

は
、5
月
か
ら
、下
中
た
ま
ね
ぎ

を
活
用
し
て
い
ま
す
。今
日
の
献

立
は
、「
肉
じ
ゃ
が
」。お
ふ
く
ろ
の
味
の

代
表
で
も
あ
る
肉
じ
ゃ
が
は
、学
校
給

食
で
も
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
す
。

　
下
府
中
小
学
校
の
子
ど
も
は
、元
気

い
っ
ぱ
い
。給
食
が
大
好
き
で
す
。ふ
る

さ
と
小
田
原
の
よ
う
に
、穏
や
か
で
優

し
い
人
に
育
っ
て
ほ
し
い…

そ
ん
な
願
い

が
給
食
に
は
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
ば
れ
、お
だ
わ
ら
っ
子
。

※

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、毎
日
の
給
食
を
紹
介

　
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

地産地消を
推進

下府中小学校

肉じゃが。軟らかく煮込んだ下中たまねぎは、透き通って
いて、見た目にも甘みを感じられます。

栄養教諭による食育授業（上）
下中たまねぎを調理するようす（下）

●新たまねぎ　　中１個（くし型切り）
●新じゃがいも　小４個（乱切り）
●新にんじん　　中１本（乱切り）
●豚もも肉　　　２００ｇ（細切り）
●しらたき　　　１袋（５ｃｍ）
●いんげん　　　４本（３ｃｍ）
●炒め油　少量　●しょうゆ　大さじ１と1／2
●砂糖　大さじ１　●酒　小さじ２
●みりん　小さじ１

材　料
しらたきは、熱湯でゆでる。
いんげんは、すじを取り、熱湯でゆでる。
油を熱し、豚もも肉を炒める。
たまねぎ、にんじんを炒めて、じゃがいも、❶のしら
たきを入れる。
❹の具材がかぶるくらいの水を入れ、軟らかくなる
まで煮込む。
材料が煮えたら、しょうゆ、砂糖、酒、みりんを入れさら
に煮込み、仕上げに❷のいんげんを加え、煮込む。

❶
❷
❸
❹

❺

❻

作り方

肉じゃが （4人分）春の肉じゃがは、たまねぎだけでなく、じゃがいもやにんじんも
初物が出回るので、みずみずしく新鮮な味に仕上がります。

下
中
た
ま
ね
ぎ

地
域
で
生
産
し
た
も
の
を

地
域
で
消
費
す
る「
地
産
地
消
」は
、

新
鮮
な
食
品
を
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

正
し
い
食
品
選
択
能
力
を

育
て
る
き
っ
か
け
で
も
あ
り
ま
す
。

県
や
市
で
は
、学
校
給
食
で
の
地
場
産
物
の

活
用
に
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

その 2

下府中小学校栄養教諭
飯島里美さん

今
日
の
献
立
は
何
だ
ろ
う
？

季
節
を
感
じ
、

地
域
の
恵
み
を
い
た
だ
く
献
立
・
・
・

学
校
給
食
を

の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
か

し
も
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